
縄文薫る新
茅野市出身の建築史家、建築家の藤森照信さん

（78）が盲投計し、同市豊平の与助尾根遺跡隣接地に

建築した藤森式竪穴住居「苦遺産」の完成を祝うイ
ベントカ昭4日、同所であった。9月から約2カ月

かけ、国内外から集まった延べ218人とともに力を

合わせて作り上げた作品。ちの観光まちづくり推

進機構主催のワークショップ（全9回）の参功口者

ら約50人が集まり、新たな発想が息づく縄文の名

所誕生を喜んだ。　　　　　　　　　（野村知秀）

「古過庵」㊨の完成を祝うセレモニー

思いを語る藤森照信さん（中央）
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